
今
後
一
〇
年
を
展
望
し
た
企
業
像：

「
価
値
創
造
ビ
ジ

ネ
ス
を
多
角
的
に
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
企
業
」
を

確
立
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
三
年
八
月
に
中
期
経
営
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
二
〇
〇
六
年
三
月
期
決

算
の
利
益
数
値
は
い
ず
れ
も
過
去
最
高
益
を
予
定
し
て

お
り
、
お
約
束
し
た
経
営
目
標
で
あ
る
、
E
B
I
T
D
A
、

R
O
E
、
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
五
年
度
の
累
積
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
い
ず
れ
も
目
標
水
準
を
大
き
く
上
回
る
見

込
み
で
す
。

当
社
は
、
一
九
九
五
年
に
4
S
モ
デ
ル
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
社
の
経
営
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と
い
う
べ
き
も

の
で
、
高
品
質
の
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
C

F（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
企
業
の
生
命
線
と
認
識
し
、
経

済
合
理
性
を
組
織
の
共
通
語
と
し
た
、
株
主
に
対
す
る

責
任
）、
C
S（
顧
客
の
満
足
度
）、
E
S（
人
材
の
満
足
度
）、

S
S（
社
会
に
対
す
る
責
任
）の
四
者
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高

め
て
い
く
も
の
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
創
出
し
続
け

る
こ
と
は
当
社
が
長
期
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
中
核

で
す
が
、
そ
れ
の
み
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
人
材
が
不
断
の
能
力
向

上
を
図
る
こ
と
、ま
た
社
会
に
貢
献
し
活
か
さ
れ
る
こ
と
、

こ
れ
ら
を
高
い
次
元
で
達
成
し
て
初
め
て
結
果
と
し
て
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
増
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
当
時
の
日
本
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
経
営
の
柱
に

し
て
い
る
企
業
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

約
一
〇
年
前
で
す
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
と
い

う
言
葉
も
ま
だ
定
着
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
社
は
、

主
力
事
業
で
あ
る
国
内
た
ば
こ
事
業
の
事
業
環
境
の
変
化

を
見
据
え
、
既
存
事
業
の
競
争
力
強
化
と
共
に
、
経
済
合

理
性
を
基
軸
に
、
九
〇
年
代
後
半
に
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
見
直
し
、
三
つ
の
事
業
に
資
源
を
集
中
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
た
ば
こ
・
食
品
・
医
薬
の
三
事
業
で
す
。
そ

れ
以
外
は
他
社
へ
の
譲
渡
も
含
め
選
択
と
集
中
を
行
う
意

思
を
固
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

見
直
し
、
資
源
配
分
の
考
え
方
を
徹
底
し
、
一
九
九
八
年

〜
二
〇
〇
四
年
の
間
に
買
収（
注
）と
撤
退
を
大
胆
に
す
す

め
、
事
業
譲
渡
・
撤
退
は
二
〇
〇
四
年
に
ほ
ぼ
完
了
し
ま

し
た
。

ー
そ
の
中
で
財
務
機
能
の
役
割
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
か
。

一
九
九
八
年
〜
九
九
年
頃
ま
で

は
、
国
内
た
ば
こ
事
業
が
数
量
的

に
成
長
し
て
お
り
、
あ
ま
り
痛
み
な

く
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
体
質
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
正
直
言
っ
て
財
務
機

能
は
受
身
で
し
た
。
言
っ
て
見
れ
ば

経
理
部
は
帳
簿
の
番
人
で
、
資
金

部(

今
の
財
務
部)

は
日
々
の
出
納
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
九
八
年
、
九
九
年
の
一
連
の
買

収
で
事
業
サ
イ
ド
に
大
変
革
が
起

こ
り
、
財
務
機
能
の
役
割
も
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。

現
在
、
財
務
機
能
は
、
日
々
の
活
動
を
通
し
て
企
業
価

値
増
大
に
い
か
に
寄
与
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
柱
は
二
つ
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
よ
く
言
わ
れ
る
事
業
価
値
の
増
大
と
、
企
業

ブ
ラ
ン
ド
価
値
増
大
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
上
げ
る
こ
と
、
つ
ま
り
経
営
の
信
認
度
・
期
待
度
の

増
大
に
は
、
経
営
実
績
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
開
示
か
ら
、
財

務
・
会
計
・
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
お
よ
び
コ

ミ
ッ
ト
し
た
利
益
計
画
を
必
ず
実
現
す
る
こ
と
等
が
含

ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
財
務
機
能
社
員
全
員

が
機
能
全
体
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
理
解
し
た
上
で
、
企
業
価
値

ー
二
〇
〇
六
年
三
月
期
は
中
期
経
営
計
画
「
J
T
P

L
A
N
‐
V
」の
最
終
年
度
で
す
ね
。

Interview
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

取
締
役

執
行
役
員
財
務
責
任
者

インタビュー

企
業
価
値
を
高
め
る

C
F
O
の
役
割

新
貝
康
司
氏
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向
上
の
た
め
に
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

自
分
達
が
ど
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
お
り
、
優
先
順
位

が
何
で
あ
る
か
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
C
F
O
の
役
割
は
、
C
E
O
か
ら
あ
る
事
業
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
見
直
し
た
い
、
あ
る
投
資
を
し
た
い
と

の
ニ
ー
ズ
が
出
て
き
て
具
体
的
な
建
物（
事
業
）を
デ
ッ
サ

ン
す
る
時
に
、
詳
細
な
設
計
に
落
と
す
作
業
を
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
冷
徹
な
眼
で
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
今
話
題
に
な

っ
て
い
る
「
構
造
計
算
」で
す
ね（
笑
）。
C
F
O
は
長
期
か

つ
継
続
的
に
企
業
価
値
を
増
大
す
る
た
め
に
こ
そ
存
在

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
具
体
的
に
C
F
O
の
役
割
は
。

C
F
O
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
整
理
す
る
と
四
つ
に

分
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
企
業
・

事
業
目
標
を
達
成
し
、
価
値
創
造
の
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
に
な
る
こ
と
。
こ
れ
は
経
営
管
理
の
側
面

が
強
い
で
す
が
、
投
資
に
対
し
て
は
マ
イ
ル
ス
ト

ー
ン
を
作
り
、
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う

に
し
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
ま
で
噛

み
込
ん
で
提
言
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
二
つ
目

は
財
務
リ
ス
ク
低
減
と
財
務
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、
自
ら
が
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
は

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
財
務
機
能
の
側
面
で
す
。

三
つ
目
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
能
を
常
に
意
識
し
、

資
本
市
場
、
金
融
市
場
等
の
外
部
顧
客
と
の
良

好
な
関
係
を
構
築
・
維
持
す
る
こ
と
。
当
社
で

は
一
九
九
九
年
に
大
き
な
買
収
で
お
金
を
使
い

ま
し
た
。
一
方
そ
の
買
収
し
た
会
社
か
ら
も
、
現
在
は

多
額
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
常
に
資
金
調
達
能
力
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
、
エ
ク
イ
テ
ィ
ー
、
デ
ッ
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
意
識
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
で
す
。
四
つ
目
は
世
界
に
通

用
す
る
財
務
人
材
を
育
成
・
外
部
か
ら
獲
得
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
今
後
の
成
長
を
考
え
「
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
社
員
に
向
け
た
「
共
有
す
べ
き
価
値
観
」
と
組
織
に
向

け
た
「
基
本
方
針
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
重
要

な
点
は
、
こ
の
価
値
観
を
事
業
部
門
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部

門
全
員
が
共
有
す
る
こ
と
で
す
。

ー
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
財
務
部
門
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
を
考
え
る
上
で
、
ご
自
身
の
経
験
を
お
教
え
下
さ
い
。

私
事
で
す
が
、
も
と
も
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
大
学
で
修

士
号
を
と
り
ま
し
た
が
、
研
究
に
向
い
て
い
な
い
こ
と
を
悟

り
、
今
の
J
T（
旧
専
売
公
社
）に
入
社
し
ま
し
た
。
最
初

は
工
場
の
製
造
現
場
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
原

体
験
は
、
人
を
通
じ
て
成
果
を
あ
げ
る
、
一
人
の
力
は
限

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
運
よ
く
二
年
ほ

ど
企
業
買
収
の
仕
事
に
タ
ッ
チ
で
き
、
財
務
面
、
契
約
法
務

の
能
力
を
実
務
で
鍛
え
ま
し
た
。
一
九
八
九
年
に
米
国
に

渡
り
、
七
年
間
当
社
の
多
角
化
事
業
で
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の

提
携
に
携
わ
り
、
米
国
上
場
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
社

外
取
締
役
を
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
財
務
的
な

知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
業
界
へ
の
深
い
洞
察
、
理
詰
め
で
の
議

論
、
そ
し
て
人
的
な
繋
が
り
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
、

身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
一
九
九
六
年
に
日

本
に
戻
り
、
経
営
企
画
部
で
先
ほ
ど
の
4
S
モ
デ
ル
の
具
体

的
な
実
行
責
任
者
と
な
り
、
二
〇
〇
一
年
初
代
財
務
企
画

部
長（
現
在
、
部
は
発
展
的
に
解
消
）、
そ
し
て
現
在
の
財

務
責
任
者
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
体
系
的
に
財
務

の
知
識
を
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
験
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
実
務
の
中
で
第
一
人
者
た
ら
ん
と
研
鑽
を
積
み

実
績
を
上
げ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
現
在
に
繋
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手：

日
本
C
F
O
協
会
　
矢
野
　
圭
一
）

（
注
）一
九
九
八
年
ユ
ニ
マ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
現
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
）

の
発
行
済
株
式
の
過
半
数
を
取
得
、
旭
化
成
様
の
食
品
事
業
を
譲
受
け
鳥

居
薬
品
の
発
行
済
株
式
の
過
半
数
を
取
得
、
一
九
九
九
年
R
J
R
ナ
ビ
ス

コ
か
ら
米
国
以
外
の
た
ば
こ
事
業
を
取
得

21●CFO FORUM


